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～主な議案の概要～

　９月１日から９月26日までの26日間にわたり開
催された今定例会では、予算関係６件、条例関係
４件、決算関係９件、その他４件の議案が上程さ
れました。
　また、定例会最終日に市長より、追加議案とし
て、人事案件11件、その他１件さらに議会より、
議員提出議案３件が上程されました。
　市長提案理由では、令和６年４月診療分より、
市内在住高校生等の入院、通院等に係る医療費の
助成対象を拡大することに伴う、システム改修費
等の経費及び楠銀天街の再生に向けた取り組みを

～主な議案の概要～

推進するため、アーケードの撤去と道路整備のた
めの経費等の説明があり､「子ども医療助成に要
する経費｣､「南部振興に要する経費」等の関連議
案については、議案質疑で活発な議論が行われま
した。
　採決においては、一部議員から反対する旨の意
思表示があり、そのうち議員提出議案１件、及び
６月定例会にて、継続審査とされた請願１件につ
いては、否決（不採択）されました。その他の議
案については、賛成多数で原案のとおり可決等す
べきものと決定しました。

令和5年第3回定例会で38の議案を可決!令和5年第3回定例会で38の議案を可決!

●別府市一般会計補正予算(第６号) ※表中の金額は、１万円未満の額を切り捨てて表示しています

誰もが安全･安心･快適に利用できるよう、各地区公民館及び中央公民館･市民会館の改修を行います。

地区公民館施設整備に要する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
中央公民館・市民会館に要する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2,408万円
4,753万円

令和６年４月診療分より、市内在住高校生等の入院、通院等に係る医療費の一部助成を行うため、シ
ステム改修等を行います。

子ども医療助成に要する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・890万円

地域が主体となった南部の新しいまちづくりを支援するため、楠銀天街のアーケードの撤去や道路整
備を実施します。

南部振興に要する経費・・・・・・・・・・・・・・・・9,010万円(債務負担行為7,802万円)

●請願

６月定例会の最終日に本請願は、継続審査となり、９月定例会にて再度、所管委員会である観光建設
水道委員会で審査を行いました。上人ヶ浜公園整備運営事業は、事業計画確定後も詳細設計ができて
から内容が確定する部分があるため、今後も事業の進捗状況を適宜議会へ報告すること等の意見を付
し、委員会で不採択とすべきものと決定し、定例会最終日の採決の結果、賛成少数で不採択となりま
した。

Park-PFI事業「上人ヶ浜公園整備運営事業」に関する請願
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認定
（全会一致）

可決
（全会一致）

同意
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

否決
（賛成少数）
不採択

（賛成少数）

原案可決
（全会一致）

議第96号

議第97号

議第98号

議第99号

議第100号

議第101号

議第102号

議第103号

議第104号

議第105号

議第106号

議第107号

議第108号

議第109号

議第110号

請願第1号

議員派遣の件について

Park-PFI事業｢上人ヶ浜公園整備運営事業｣に関する
請願

現行の健康保険証を廃止しないで引き続き使えるこ
とを求める意見書

地方財政の充実・強化に関する意見書

下水サーベイランス事業の実施を求める意見書

別府市職員懲戒審査委員会委員の選任につき議会の
同意を求めることについて

別府市職員懲戒審査委員会委員の選任につき議会の
同意を求めることについて

別府市職員懲戒審査委員会委員の選任につき議会の
同意を求めることについて

別府市職員懲戒審査委員会委員の選任につき議会の
同意を求めることについて

別府市職員懲戒審査委員会委員の選任につき議会の
同意を求めることについて

人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求めること
について

人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求めること
について

人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求めること
について

人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求めること
について

別府市固定資産評価審査委員会委員の選任につき議
会の同意を求めることについて

別府市固定資産評価審査委員会委員の選任につき議
会の同意を求めることについて

議決事項の変更について

令和４年度別府市公共下水道事業会計決算の認定に
ついて

令和４年度別府市水道事業会計決算の認定について

令和４年度別府市後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算の認定について

賛否の分かれた議案等賛否一覧表

件　名

原案可決
（全会一致）

認定
（賛成多数）

認定
（賛成多数）

認定
（全会一致）

議案
番号

議決
結果

会派・議員名

議案等番号 件　　　　　名 議決結果

議第76号

議第77号

議第78号

議第79号

議第80号

議第81号

議第82号

議第83号

議第84号

議第85号

議第86号

議第87号

議第88号

議第89号

議第90号

議第91号

議第92号

議第93号

議第94号

議第95号

２人

ビーワン
べっぷ

３人

市民クラブ
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8人

自民新政会

1人1人1人1人1人1人

　

第3回定例会における議案等の審議結果など

議第90号 令和４年度別府市一般会計歳入
歳出決算の認定について

議案賛成者は「○」、反対者は「×」、退席者は「－」、欠席者は「欠」、議長は「／」（採決に加わらない為）、法律により採決に加われない議案は「除」

議案等番号 件　　　　　名 議決結果

議員提出
議案第9号

議員提出
議案第10号

議員提出
議案第11号

認定
（賛成多数）〇 〇 〇 〇 除 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇ー×

議第91号 令和４年度別府市国民健康保険事業特
別会計歳入歳出決算の認定について

認定
（賛成多数）〇 〇 〇 〇 除 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇〇〇

議第95号 令和４年度別府市介護保険事業特別
会計歳入歳出決算の認定について

認定
（賛成多数）〇 〇 〇 〇 除 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇〇〇

議員提出議案
第 1 1 号

現行の健康保険証を廃止しないで引
き続き使えることを求める意見書

否決
（賛成少数）× × × × × × × × ×× × × 〇 〇 × × × × × 〇 × ×××

請願第1号 Park-PFI事業「上人ヶ浜公園整備
運営事業」に関する請願

不採択
（賛成少数）× × 〇 〇 × 〇 〇 〇 ×× × × × × × × × × 〇 〇 × 〇〇×

（可決された意見書の詳細についてはＨＰにて掲載しています。）
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令和４年度別府市介護保険事業特別会計歳入歳出決
算の認定について

令和４年度別府市地方卸売市場事業特別会計歳入歳
出決算の認定について

令和４年度別府市公共用地先行取得事業特別会計歳
入歳出決算の認定について

令和４年度別府市競輪事業特別会計歳入歳出決算の
認定について

令和４年度別府市国民健康保険事業特別会計歳入歳
出決算の認定について

令和４年度別府市一般会計歳入歳出決算の認定につ
いて

和解及び損害賠償の額の決定について

工事請負契約の締結について

工事請負契約の締結について

工事請負契約の締結について

別府市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改
正について

別府市子ども医療費の助成に関する条例の一部改正
について

別府市使用料の徴収に関する条例等の一部改正につ
いて

別府市税条例の一部改正について

令和５年度別府市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

令和５年度別府市介護保険事業特別会計補正予算
（第２号）

令和５年度別府市競輪事業特別会計補正予算（第２号）

令和５年度別府市国民健康保険事業特別会計補正予
算（第１号）

令和５年度別府市一般会計補正予算（第６号）

令和５年度別府市一般会計補正予算（第５号）
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議第77号 令和５年度別府市一般会計補正
予算(第6号)
【子ども医療助成に要する経費】

議案質 疑

　　令和６年４月１日から市内に在住の高校生等ま
で助成対象を拡大するものです。具体的には、入
院費、調剤費は無料となり、通院費については１
か月当たり１医療機関につき、４日目までは１日
当たり500円の自己負担とします。５日目以降
は、無料となります。所得制限等の制限は設けて
おりません。

今回の医療に係る助成対象が拡大するため
の予算についてだが、助成対象等、具体的
にどのような内容か。

【南部振興に要する経費】

　　南部ひとまもり・まちまもり協議会が持続可能
なまちづくりを進めていくことを示していただき、
国の補助金の目途が立ったことから、危険な状態を
改善し、新たなまちづくりを支援するため今回、市
が行うとの判断をしました。

楠銀天街のアーケードについて、今回、公
金を投入し撤去する経緯は。

　　所有者が適正に維持管理していただく責務があ
ります。早い段階で指導等を行い、適正な管理に努
めていただくよう取り組んでいきます。

今回の事例がきっかけとなり、放置してお
けば市がやってくれるというふうにならな
いか。

● 総務企画消防委員会
 一時避難所に指定されている内竈コミュニティセ
ンターのトイレを多目的トイレに改修するため、
施設整備工事費1,796万円を計上している旨の説
明に対し、委員から内竈コミュニティセンターだ
けではなく、他の公共施設のバリアフリー化をど
のように進めていくかという質疑があり、当局か
ら計画的に進めていく必要があるとの説明があり
ました。また、工期についての質疑があり、当局
より３か月を予定しており、指定管理者と協議を
行いながら進めていくとの説明がありました。

● 観光建設水道委員会
　継続審査となっていた『請願第１号 Park-PFI
事業「上人ヶ浜公園整備運営事業」に関する請
願』では、委員から自然環境の配慮について質疑
があり、当局より公園管理者として今後も管理に
携わり、緑の総量確保に努める等の答弁がありま
した。採決の結果、不採択とすべきものと決定
し、事業計画確定後も詳細設計ができてから内容
が確定する部分があることから、今後も事業の進
捗状況を適宜議会へ報告するとともに市民等への
情報提供を丁寧に行うよう努めることの意見が付
されました。

● 厚生環境教育委員会
　別府市総合体育館の改修工事に係る「工事請負
契約の締結について」では、入札不調や随意契約
の理由について質疑があり、当局から、大規模か
つ高難易度の工事のため、九州に本店支店のある
事業者を代表とする共同企業体での参加を要件と
したが、技術者の配置が困難で入札不調となった
こと、改修期間後に大会が予定され、再入札の時
間がなかったこと等の理由により、現場に精通
し、工事を安全かつ適切に履行した実績がある事
業者（当時の元請共同企業体の構成員）と随意契
約を締結した旨の答弁がありました。

　今定例会の議案質疑では、執行部が提出した令
和５年度各会計補正予算や条例などの議案に対し
５名の議員が質疑を行いました。そのうち主な議
案質疑を掲載します。

常任委員会審査
　会議での提案者の説明及び質疑が終了した後、
さらに検討するため、常任委員会等に議案審査を
付託しています。

（議案質疑の詳細は HP にて掲載しています。）
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　予算審議と決算審査の循環性を確保するため、予算決算特別委員会を開催し、次年度の
当初予算編成に反映するよう、意見書を執行部に提出しました。

令和５年予算決算特別委員会（令和４年度決算認定審査）意見書

１.　地方債残高及び公債費について　令和８年
に完成を迎える新図書館整備事業やこれまでの大
型事業実施の影響により、令和４年度に公債費が
ピークを迎えたが、令和６年度には地方債残高も
一時的なピークを迎える。今後も、地方債発行の
際には、交付税措置のある有利な地方債発行を優
先的に行うなど、財政運営に支障が生じることが
ないよう努めることを求める。　
２.　補助金の必要性及び費用対効果の検証　補
助金の交付にあたっては、公益性・公平性の確
保、十分な審査と効果検証を実施する必要があ
る。必要最低限の予算執行や補助金の透明性の確
保に努めるとともに、補助事業完了後には、実施
報告及び補助金等成果報告書等により、費用対効
果の検証を十分に行うことを求める。　
３.　民生費と政策予算執行の適正化について　
　令和４年度の民生費は、前年度（令和３年度）
と比較して、９億４千万円減少し、296億１千万
円となっている。内訳として、障害者自立支援給
付費及び障害児童通所支援費は増加、生活保護費
は減少となっている。これは、コロナ禍での医療
受診の控えや国からの特別給付金、緊急小口融資
等の支援利用が広まったことが民生費減少の主な
要因となっている。加えて、前年度（令和３年
度）に実施した住民税非課税世帯臨時給付金が16
億３千万円減少したことも影響している。この数
年、コロナ禍という特異な状況ではあったが、今
後も加速する少子化・高齢化により、民生費の占
める割合は増加が見込まれ、市の財政運営にも大
きく影響することが予想される。執行部において
は、国や県と連携を深め、少子化対策（子育て支
援）や健康寿命の延伸（健康増進）等の施策に積
極的に取り組むとともに、将来を見据え、世代を
超えて、市民一人ひとりが幸せを実感できる、適
正かつ効果的な予算執行を行うことを求める。　
４.　入湯税超過課税の使途について　入湯税の
引上げ部分は、温泉資源の保護、別府観光推進の
ために効果的な使用を行うことが必要である。事
業実施後は、別府市入湯税の超過課税分の使途に
関する審議会での評価等を公表し、超過課税分の
使途の透明性を図るとともに、観光振興が市民福
祉の増進につながるよう、さらなる好循環を生む
仕組み作りに取り組むことを求める。

５.　健康増進政策の推進　高齢化社会となり社会
保障等が財政を圧迫する中で、いかに平均寿命と
健康寿命の差を短縮するかが課題となっている。
健康増進政策による健康寿命の延伸は必須項目で
あることから、今後も、みんなで健活ポイント事
業等の広報にしっかりと取組み、多くの市民の利
用による健康の増進、地域コミュニティの醸成を
目指し、社会保障費等の増大に歯止めをかけるよ
う努めることを求める。　
６.　人材の確保等について　介護職における人材
の確保・育成支援は、市の喫緊の課題である。介
護職の人材確保及び育成の支援は、全国的にも珍
しく重要な事業であることから、今後も広く周知
するとともに、さらなる支援の充実に努めること
を求める。また、学校現場において、児童、生徒
を取り巻く環境は、近年ますます複雑・多様化し
ており、スクールソーシャルワーカーに求められ
る役割も大きなものとなっており、専門職の必要
性も増加しているものと考える。よって、その必
要性を鑑み、教育現場を支援するため、正規専門
職の充実を図ることを求める。　
７.　戦略的施策への取組について　令和４年度
の固定資産税は、前年度（令和３年度）と比較し
て、５億円の増加となっており、ホテルを含む新
築家屋等の増加とコロナ特例措置の終了に伴うも
のである。固定資産税は、地方税の重要な基幹税
収と考える。よって、固定資産税の確保には、ホ
テル建設に代表される民間企業の投資や新築家屋
の個人投資が増えることが必要であり、魅力ある
街づくりを進めていくことで、別府市の市場価値
を高めることを求める。また、宇宙産業等を代表
とした、発展性と可能性のある先進的な施策につ
いては、状況を分析し、他都市に遅れを取ること
なく、積極的な事業推進を図ることを求める。　
【最後に】　最後に、各事務事業を行うにあたって
は、事業内容の精査・費用対効果の検証を十分に
行い、本意見書及び委員会での意見を令和６年度
の当初予算編成に反映することを要望するととも
に、予算審議と決算審査の循環性を図るため、令
和６年（令和５年度決算認定審査）予算決算特別
委員会において、その取り組みについての回答を
求める。
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｢上人ヶ浜公園｣について
問　上人ヶ浜公園の開発は、宿泊施設によっ
て公園の一般利用者が自由に歩けないのでは
ないか。実施されるParK-PFI事業での立ち入
り禁止区域と占有面積は。
答　今後の実施設計で明らかになります。
問　多目的グラウンドの使用時間及び維持管
理者は。
答　利用時間については、これから設定しま
す。維持管理は事業者が行います。
問　駐車場は、事業関係者、宿泊者、ショッ
プ・テナント従業員、砂湯等のお客様、そし
て市民全て無料という事だが、市民の駐車場
は確保できているのか。利用時間は７時から
22時と説明していたが朝日は見られないの
か。
答　駐車場において来園者及び事業者は、無
料です。時間制限については、事業者と協議
の上、設定をします。
問　工事や施設設置による根固めの影響で、
樹木が枯れるおそれがある。どのような対策
を行うのか。　
答　樹木の根をなるべく傷つけないような工
法を事業者と協議を行います。
問　ほとんどのことが決まっていない現在の
公園整備計画は市民、特に地域住民にとって
どの部分が、今より良くなっていくのか分か
らない。これからは、市民や地域住民により
丁寧に説明する必要があるのでは。
答　今後も丁寧な説明に努めてまいります。

「投票しやすい環境づくり｣について
問　近年、期日前投票の割合が増加してお

り、４月に行われた別府市議会議員選挙で
は、投票した人のうち４割以上が期日前投票
を利用している。今後、その割合はさらに高
くなると予想されることから、現在２ヶ所あ
る期日前投票所を増設すべきでは。
答　期日前投票所の増設は、有権者の利便性
の向上、投票の機会創出の有効な手段と考え
ております。また、様々な課題を検証してま
いります。
問　高齢者の方や障がい者の方などが、スム
ーズに投票できるように、投票用紙への代筆
や候補者名の読み上げなど、投票所で係員に
手伝ってほしい項目にチェックを入れ、投票
しやすくする「選挙支援カード」、イラスト
や文字を指さすことで困っていることを伝え
る「コミュニケーションボード」を導入して
いただきたいと思うが。
答　高齢者や障がい者の方などが安心して投
票していただけるよう、先進自治体の事例や
方法を参考に、調査研究をしてまいります。

｢地方創生事業の成果と効果｣につい
て

問　私たちが直面している最大の課題は、人
口減少や少子高齢化に伴う就労人口の減少や
地域経済の縮小である。この課題を解決する
ために、別府市は2016年から2023年の8年
間で約683億円を使い、人口減少に歯止めを
かけ、地域経済を元気にすることを目的とし
た地方創生事業を行ってきた。この事業の成
果や効果がどのように反映されてきたのか。
まず、別府市民の平均所得と大分県内の別府
市の順位、県の平均は。
答　令和元年度の市町村民経済計算では、別
府市の市民一人当たりの市民所得額は232万
6,000円で県下14市中10位です。県平均
は、269万6,000円となります。
問　個人市民税、法人市民税及び固定資産税の
一人当たりの税収について、別府市と類似団体
の税収はそれぞれどのようになっているか。

一般質問は、市の行政全般にわたり事務の執行状況や将来に対
する方針などを質問するものです。９月議会では16名の議員が
市当局の見解をただしました。主な内容は次のとおりです。一般質問

Q A

新たな別府を創る会
もり　　　　　だい　すけ

森　　大輔　 議員

自民新政会
あ　　べ　　　いち　ろう

安部　一郎　 議員

公明党
しげ　まつ　　　やす　ひろ

重松　康宏　 議員
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答　令和３年度における市民一人当たりの個
人市民税では、本市は４万1,821円、類似団
体が５万6,622円。法人市民税では、本市は
5,811円、類似団体が8,385円。固定資産税
では、本市は5万779円、類似団体が6万
3,295円です。
問　ここ８年間の人口の推移は。
答 別府市の人口は減少傾向にあり、平成27
年国勢調査の人口では、12万2,138人でした
が、令和５年８月１日の推計人口は11万
3,200人となっています。
問 別府市の合計特殊出生率と大分県の平均及
び別府市の県内での順位は。
答 別府市の合計特殊出生率は1.24で、大分
県平均は1.55です。別府市は県内で一番低い
率となっています。

｢病児保育・夜間保育施設｣について
問　子どもが病気または回復期で親が休めな
い時に利用する病児・病後児保育施設につい
て、別府市の現状と多発しているキャンセル
待ちに対する取り組みについてどのように考
えているか。
答　令和５年度から、新たに市内２ヶ所で実
施することとなり、１ヶ所目は令和５年６月
に開設し、２ヶ所目は11月開設予定です。ま
た、今年度から委託施設がＩＣＴの予約シス
テムを導入したことで、これまで見えていな
かったキャンセル待ち件数等の潜在ニーズを
把握できるようになりました。今後も実情を
把握し、適切な病児保育の提供に努めてまい
ります。
問　共働きやひとり親家庭等、多様化する働
き方に対応するべく、夜間保育園を導入する
必要がある。現在、市内では夜10時まで対応
する認可の夜間保育園は０件、夜間保育に対
応している認可外保育園は２件のみである。
夜間保育の必要性や、今後についてどのよう
に考えているのか。
答　夜10時以降の預け先の問い合わせに、認
可外保育園を紹介することがありますので、
一定のニーズがあることは承知しています。
子どもを預ける保護者の気持ちに寄り添った
サービスを提供することができるよう努めた
いと考えています。

｢別府市の医療機関の現状｣について
問　別府市の医療機関は充実しているが、診
療科別に偏りがある。特に、産科不足は深刻
である。市内で産婦人科を開業すれば、補助
金を出すなどの対応策はできないのか。
答　産科医療機関の減少は全国的な問題で
す。大分県でも、産科医師等の処遇改善を目
的に分娩業務に従事した際の手当てを支給す
る産科医師等確保支援事業や、産科を専攻す
るためのインセンティブとして、研修資金の
貸与を行うなど産科医師確保の対策に乗り出
しており、広域的な対応が必要ですので、大
分県や東部圏域で連携していきたいと考えて
います。
問　別府市において一次救急は、別府市医師
会による休日当番医となっており、輪番制の
維持が難しいようだが現状は。
答　休日当番医は別府市医師会に委託し運営
を行っていますが、昨今の医師の高齢化や看
護師不足、働き方改革等で自医院での運営が
困難になっていることから、輪番制を維持す
ることが困難になっています。
問　休日当番医に手を挙げると、多くのスタ
ッフが休日に出勤しなければいけないことが
輪番制の維持ができなくなっている要因であ
る。この際、センター化にしてはどうか。
答　医師会とは、休日診療を行う場所とし
て、別府市保健センターについて協議をして
いきたいと考えています。

｢フリースクール｣について
問　現在、別府市における不登校児童生徒数
は。
答　令和３年度の別府市における不登校児童
生徒数は、小学校で58人、中学校で157人、
計215人でした。
問　フリースクールは、国や大分県からの補
助がほとんどないため、保護者の経済的負担
が大きい。それを理由にフリースクールを利
用しようにもできない家庭もあるのではない
か。補助が少しでもあれば、フリースクール
を学びの場とすることができる子どもが増え

ビーワンべっぷ
お　の　　　　かず　み

小野　和美　 議員

ビーワンべっぷ
もり　　　　　ゆう　じ

森　　裕二　 議員

日本維新の会
いし　だ　　　　　つよし

石田　　強　 議員
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ると考える。教育委員会の見解は。
答　別府市では現在、不登校児童生徒の学び
の場や居場所の設置を推進しているところで
すが、フリースクール等の民間教育施設の運
営に対する教育行政の関わりにつきまして
は、検討する必要があると考えています。フ
リースクール利用者またはその保護者の経済
的な負担を軽減している自治体の取組等を参
考に保護者の負担を軽減する方策について、
今後も検討を進めてまいりたいと考えます。

｢扇山地域の高齢者の移動手段の確
保｣について
問　「扇山ふる里まつり」で行われたコミュ
ティバスの試乗会について、今回の経緯や今
後どのように移動手段確保に取り組んでいく
のか。
答　扇山地区は、既存のバス停留所から離れ
た公共交通不便地域に該当しています。地域
課題の解決への仕組みづくりとして、本年１
月に当該地域の70歳以上約1,500名を対象に
意識調査を実施し、自治会が主体となる、福
祉バス実施に向けて協議を行いました。その
結果、タクシー事業者の協力を得て、グリー
ンスローモビリティ活用の試乗会を実施しま
した。乗車された方からは、想定以上に好評
を得ることができました。
問　ひとまもり・まちまもり協議会の中でも
地域交通の課題等が挙がっていると思うが、
各協議会との間で意見交換の場はあるのか。
答　全協議会が参加して毎年連携会議を開催
しています。また、年度当初の事業説明会の
際や、定期的に開催している会長会議におい
て、情報共有や意見交換を行っています。
様々な関係者が関わり、地域の活性化やまち
の将来像を共有し、「自らのまちを自らよく
する」という意識の醸成を図っていくことが
重要であると考えています。
問　扇山地区にも数多くある私道の管理につ
いて、どのように考えているのか。
答　私道については一律な対応はできません
が、寄付や管理方法等については、個別に相
談等いただければと思います。

｢別府市の農業｣について
問　市内の耕作面積はいくらか。
答　耕作面積は341ヘクタールです。
問　所有者不明農地はどのくらいか。
答　所有者不明農地は102ヘクタールです。
問　所有者不明農地を活用するには、どのよ
うな手続きが必要か。
答　今年度、改正農地中間管理事業推進法が
施行され、簡易な手続きで農地を地域の担い
手へ貸し出すことができるようになりまし
た。
問　改正され簡素化したことは、農地を守
り、農業生産力を高めるうえで非常にいいこ
とだ。では、別府市の食料自給力はどの位あ
るのか。
答　農地面積の減少と農業労働力の減少で、
昨年度、国が公表した過去最低の指標よりも
さらに低いことが分かりました。
問　食料自給力は食料自給率と違い、海外か
ら食料輸入ができなくなった場合、国内で食
料がどれだけ供給できるかである。日本人１
人につき必要な熱量は2,168kcalに対し、
米・小麦の場合の１人当たりの供給熱量は
1,720kcalであり、448kcal不足している。
日本は食料輸入が出来なくなれば、飢えてし
まう。別府市の地産地消推進の取り組みは。
答　農業者と宿泊・飲食事業者を結びつける
仕組みの構築や、新商品の開発を行うこと
で、農産物の高付加価値化を促進し、収益性
の高い農業を推進してまいります。

｢多様性の対応と給食共同調理場｣に
ついて

問　パートナーシップ制度とは、自治体が独
自にLGBTQカップルに対して証明書を発行
し、サービスや社会的配慮を受けやすくする
制度である。大分県では、日田市、臼杵市、
竹田市、豊後高田市、豊後大野市、大分市が
既に導入をしている。今後、別府市でも導入
するのか。
答　パートナーシップ制度の利用者がどこの
地域でも同様のサービスが受けられるよう、

自民新政会
まつ　かわ　　　しょう　ぞう

松川　章三　 議員

日本共産党
み　　ま　　　きょう　こ

美馬　恭子　 議員

創る未来の会
なか　むら　　　　　さとる

中村　　悟　 議員
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広域的な制度導入が望ましいと考えていま
す。性的少数者に関する市民の理解促進を図
りながら、今後も大分県等の動向を注視して
いきたいと考えています。
問　給食センターが稼働した。味や量の感じ
方は人それぞれだが、味が薄いと聞く。子ど
もが美味しいと感じる工夫はできないか。
答　現代の食習慣は味付けが濃い傾向にあ
り、子どもの生活習慣病も問題視されていま
す。学校給食は、成長過程での健康な体を作
るため、文部科学省の学校給食摂取基準に基
づいて塩分や脂質を調節し、出汁や香辛料を
用いる工夫をして、薄味でも美味しく栄養バ
ランスの整った献立を提供しています。

同性カップルにも幸せな未来の形、選択肢を
得る権利があると思います。別府市でも導入
を進めていただきたいと思います。
　

｢どうする帯状疱疹対策と人工知能
対応｣について
問　コロナで免疫力が低下し、帯状疱疹患者
が増加している。発症すると、多額の治療費
を要し、後遺症で神経痛などが残る。帯状疱
疹予防ワクチン接種に補助金を出しては。
答　できるだけ市民の皆さまに寄り添って早
めの対応をしていきたいと考えています。
問　人工知能（ＡＩ）という新しい技術は、
人間の知的活動の中で１番大事な言語機能や
思考力に影響を与える。発達段階の子どもの
教育に人工知能を導入するのは慎重にすべき
と思うが。
答　子どもたちがうまく活用するために、情
報モラル、情報活用能力等について指導する
ことが必要だと考えています。
問　人工知能を教育現場や家庭で使えば混乱
が生じる。特に対話型人工知能には問題があ
り、人工知能が子どもの意見や考えに同意や
肯定すると、自分の考えは正しいと思い込み
に陥る可能性があり、人工知能は神の声にな
る。教育現場では、教科書の内容を学ぶ以上
に、教師からの人間的な影響や、人と人との
触れ合いが大切である。人工知能に対する危
機管理体制ができていない段階で導入すれば
大変な事態になる。危機管理体制について専
門家等を交えた専門部会を設置すべきだと思
うが。
答　教育部内で検討をさせていただきます。
問　人工知能の情報の真偽や根拠の判断が難

しい。人工知能開発者からも気候変動よりも
緊急の脅威を人類にもたらすと警告してい
る。ＡＩ人材育成を優先すべきでは。
答　子どもたちには多くのリスクがあると考
えています。関係課と連携を取っていきたい
と考えています。

｢産後ドゥーラ｣について
問　産後ドゥーラは、自宅に訪問して妊娠中
から出産後の母親の気持ちに寄り添い、心身
の安定と産後の身体の回復や育児を軌道に乗
せる為のサポートを行う。別府市でも今後の
訪問型の子育て支援として、産後ドゥーラの
活用をするべきでは。
答　別府市では、今年度より訪問支援員が子
育て世帯などを訪れて家事・育児支援を行う
子育て世帯訪問支援事業を開始しました。国
が定める訪問支援員の要件等を満たしていれ
ば、この事業の委託先として、産後ドゥーラ
を活用することは可能と考えています。
問　一般社団法人ドゥーラ協会が民間資格と
して立ちあげたもので、助産師をメインに看
護系教授、管理栄養士や専門家による全75時
間の養成講座を受講し、試験、面接に合格し
た後に認定を受ける。2022年１月時点では、
全国で630名が資格を取得しており、大分県
には１名、別府市にお住いの方が資格を持っ
ている。子育て世帯訪問支援事業は、支援が
必要と認められる妊産婦や子どものいる家庭
が対象だが、対象とならない家庭への産後ド
ゥーラの紹介等は可能か。
答　相談のあった家庭のニーズにあわせ紹介
を行う民間の子育て支援サービスの一環とし
て、産後ドゥーラを紹介することは可能で
す。

｢外国人相談窓口の設置｣について
問　別府市は国際観光温泉文化都市であり、
留学生をはじめ、８月14日現在、市民課に登
録されている外国人住民数は、4,619人であ
る。そのような外国人が、生活困窮や健康相

公明党
お 　 の 　 　　けい　こ

小野　佳子　 議員

行財政改革クラブ
いずみ　　　　　たけ　ひろ

泉　　武弘　 議員

市民クラブ
もり　やま　　　よし　はる

森山　義治　 議員

9べっぷ市議会だより No.168



談など、様々な相談をしたい時にホームペー
ジで別府市外国人相談窓口を検索すると、大
分県外国人総合相談センターのみが紹介され
るが、まずは別府市内での就労者数を知りた
い。
答　令和４年10月末現在、ハローワーク別府
へ届出があったのは、別府市を含む東部地域
３市１町１村の2,219名で、そのうち留学生
は1,112名です。
問　これまでの相談件数とその内容は。
答　平成26年度から３年間、地方創生先行型
事業として、相談窓口を文化国際課に設置し
ましたが、行政手続きを除くと毎年10件未満
であったため、平成29年度からはその業務を
語学担当の会計年度任用職員が引き継いでい
ます。
問　相談窓口があることをホームページに掲
載していただきたい。また、ウクライナ避難
民や今後、増加が予測される外国人労働者の
方々ためにも、多文化共生社会の実現に向
け、平成31年２月に法制定された外国人受入
環境整備交付金を活用し、NPO法人等に委託
した相談窓口の設置はいかがか。
答　窓口の設置について、大分県の相談セン
ターもあることから、別府市としては調査、
研究を行ってまいります。

｢介護を支える｢人｣｣について
問　介護職の不足について、処遇改善が大き
く前進しない限り市独自での解決は難しい。
　しかし、介護サービス利用者を減らす介護
予防や、介護職をサポートするボランティア
の参加を広く市民に呼びかけ、多くの方に関
わっていただくことが必要だと思う。あと数
年で団塊の世代の方々が後期高齢者となって
くる現状で、今後ますます介護の現場が大変
になってくることが予想される。第一線から
退いた方で、「元気なうちは何かのお役に立
ちたい」との声もある。高齢化がさらに進む
時代に、介護については、全ての市民が関心
を持ち、できるところに参加していただける
仕組みを早く作り上げるべきだと思うが。
答　介護予防によって、将来の利用者を減ら
す取り組みに留まらず、ボランティアの方の
参画により、介護職の方の時間を多様なサー
ビスへ振り分けられるようになるなど、将来
の高齢者だけでなく、現在の高齢者にとって
も有益と思われますので、介護人材不足対応
の施策として有効性を感じます。関係各課、

社会福祉協議会等の関係機関とも連携し、研
究していきたいと思います。

｢人口減少に伴う諸課題｣について
問　別府市の羅針盤である、総合計画と総合
戦略で想定される人口目標は、2020年時点で
達成されておらず、想定を下回っている。現
実的に人口減少は進行し、高確率で10万人を
切り、少ない人口で市政運営を行っていかな
ければいけないのは明白である。少ない人口
でも市民の満足感を維持、向上できるまちづ
くり等について議論を行うべきだと思うが、
別府市の見解は。
答　人口減少が進行した場合の計画策定は、
現計画で取り組んでいる協働による持続可能
な地域づくりや、行政運営のデジタルファー
スト推進等の効果、検証を行いながら考えて
いきたいと思います。
問　人材は資源ではなく資本。成熟した日本
社会にとって、箱物にお金を使う時代は過ぎ
去り、これからは人に投資をし、人を育て、
人の可能性や価値を引き出すというスタイル
に変化していくべきだと思うが市の見解は。
答　公共施設サービスを提供するいわゆる箱
物に対し適正水準を維持した投資を行うこと
は、住民福祉向上のため必要です。人こそが
最も重要で貴重な資源だと認識し、人を守
り、人を活かすことを第一に考え、このまち
の未来に新しい価値を創造することを基本方
針としています。
問　外国人人材についての見解は。
答　留学生の皆さんに、大学卒業後も別府市
との関係を続けてもらえるよう、起業等を含
めた支援に努めてまいります。

｢消防用ドローンの活用｣について
問　小型無人機（ドローン）の飛行許可申請
件数は、年々増加の一途をたどっている。近
年の大規模災害などでは、被害状況の確認な
ど災害時の活用事例があるが、ドローンの導
入状況は。
答　大分県内では、14消防本部中、８消防本

公明党
いち　はら　　　　たか　お

市原　隆生　 議員

公明党
あな　い　　　こう　じ

穴井　宏二　 議員

有志の会
しお　て　　　　ゆう　た

塩手　悠太　 議員
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部がすでに導入・運用している状況です。
問　ドローンの火災現場での活用について見
解は。
答　導入している消防本部の事例などから、
火災現場での活用においては、林野火災は延
焼範囲を把握しにくく、ドローンを活用する
ことで隊員が急斜面を駆け上がったり、谷を
降りながら確認する情報収集の時間が短縮さ
れます。市街地では、火災の残火処理や原因
調査など容易に街区の撮影ができるため、調
査業務にも活用できます。
問　別府市消防本部でのドローンの今後の導
入についての見解は。
答　ドローンを導入することで、全体像を情
報収集することができ、災害現場では早期に
指揮方針の決定が行われ、迅速な活動につな
がります。また、人命救助の場面でも、熱画
像装置による要救助者の発見や活動隊員の現
場での安全性の向上につながるため有益であ
ると考えます。今年度、ドローンの操縦士の
養成を予定しているところですが、早期のド
ローン導入に向け、引き続き、関係各課と調
整し取り組んでまいります。

｢郷土教育の取組｣について
問　郷土教育として、別府学に取り組んでい
る。この目的は、郷土別府に対する誇りや愛
着を感じるための素地を培うとともに、自ら
まちづくりを担おうとする心を育むことと、
承知している。各学校においてはどのように
取り組んでいるのか。
答　教育課程に位置付け、全学年年間５時間
以上実施することとしています。総合的な学
習の時間や各教科等において、学習資料等を
活用した学び、体験学習や調べ学習、地域の
フィールドワークへの参加などがあります。
　また、地域や学校の歴史について話をして
もらうなど地域の方と関わりながら学習を進
めている学校もあります。
問　別府学の地域への周知は。
答　社会教育課の講座等を地域、学校、保護
者等に紹介してまいります。
問　社会教育課等には、別府学の理念に関わ
る企画が多くある。今後、学校現場でも子ど
もたちに伝統、歴史を周知していくうえで、
教職員を含め、発展的に取り組む時期だと思
う。教育委員会の見解は。
答　社会教育課では、別府の温泉、歴史、伝
統文化などについて学び、様々な視点からふ

るさと別府をより深く知っていただくため、
湯けむり歴史講座や湯のまち学びのカレッジ
を開催しています。今後も引き続き、温泉、
歴史、伝統、文化とそれに関わる人々の工夫
や努力を学ぶ機会を、学校現場に提供できる
よう努めてまいります。

自民新政会
あ　べ　　　　しん　いち

阿部　真一　 議員

　どなたでも市議会に請願・陳情する
ことができます。請願とは、国や県・
市に対し要望や意見を述べることをい
います。別府市議会に請願書を提出す
るには別府市議会議員の紹介が必要に
なります。
　詳しくは別府市議会ホームページを
ご覧いただくか、議会事務局までお問
合せください。
　なお、令和５年第４回定例会の請願
の受付期限は11月22日(水)17時まで
です。

改選後、次の役員構成で設置されました。

議会改革推進研究会

請願・陳情
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別府市議会が抱える懸案事項等の諸課題
の解決、改善を図ることを目的に議会改
革を調査、検討する研究会を設置して協
議を進めようとするものです。

【所管事項】

重松　康宏副会長

阿部　真一会　長

【役員名】

森　　裕二
美馬　恭子
森山　義治
吉冨英三郎
野口　哲男

会　員
(議席順)
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　予算決算特別委員会では、当初予算審議と決
算認定審査の循環性を図るため、委員会におい
てとりまとめを行った改善提案等を本委員会
の意見書として市長に提出し、令和６年度の当
初予算編成に反映することを要望しました。
　また、次回の委員会において、その取り組み
についての回答を提出するよう求めました。

令和５年
第４回 市議会定例会
会期日程(予定)

令和５年
第４回 市議会定例会
会期日程(予定)

令和５年
第４回 市議会定例会
会期日程(予定)

※日程は、変更することがあります。

議案上程

議案質疑、委員会付託

常任委員会審査

一般質問

一般質問（予備日）

各常任委員会
委員長報告、討論、表決

12月５日

８日

11日

12日～14日

15日

19日

市長へ意見書を提出しました

長野市長、阿部副市長、岩田副市長に意見書を提出する
加藤議長、吉冨委員長

予算決算特別委員会


